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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本の地場産業・伝統産業で全国的に高い名声を得ていたり「ジャパンブラン
ド」として世界的に高い評価を受けている企業、ならびにヨーロッパのラグジュアリーブランドを取り上げ、これらの
感性価値実現のための経営学的方法論として「経験価値」と「技術経営」の理論を導入し、競争優位やブランド力の源
泉である伝統と革新に結びついていることを明らかにした。さらに、衰退しつつある多くの日本の地場産業や伝統産業
が復活・再生するだけでなくプレミアムブランド化する条件が、デザインなど顧客の感性に訴えるだけでなく、職人技
を活かした「ものづくり」、歴史、物語、夢を打ち出す「ラグジュアリー戦略」であることを示唆した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we analyzed the long-standing companies, local industries, and r
enowned companies in Japan as "Japan brand" as well as European luxury brands.We applies the methodologies
 of "customer experience" and "technology management" as tools to materialize the affective value, and the
y are found to be linked to the heritage and innovation which are essential to the competitive advantage a
nd brand power. Furthermore, Japanese long-standing companies and local industries they are steadily decli
ning have possibilities to be revitalized, reformed and to become premium brands not only by appealing to 
customers' Kansei through design but also by manufacturing through craftsmanship, and adopting "luxury str
ategies" to come out with history, story, and dream.

研究分野：

科研費の分科・細目：

経営学・商学

キーワード： 経営管理　マーケティング　技術経営　感性価値創造　ラグジュアリーブランド　地場伝統産業

経営学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本の地場産業や伝統産業の多くは衰退
しつつある。しかし、中には、全国的に高い
名声を得ていたり、「ジャパンブランド」と
して世界的に高い評価を受けている企業も
ある。また、特に地場産業・伝統産業のうち
長い歴史を有する一部の企業は「老舗」と呼
ばれてブランド化している。一方、欧州の老
舗として世界中に展開しているラグジュア
リー（高級）ファッションブランドや高級時
計・宝飾ブランドも、もともとはパリの街角
の家族経営の鞄店だったり、スイスの山村に
工房を構えていたりする、いわば欧州の「地
場産業・伝統産業」ということができる。 
 経済産業省が推進する「感性価値創造イニ
シャティブ」でも、日本の老舗や欧州のラグ
ジュアリーファッションブランド等での感
性価値実現のための経営学的方法論の導入
促進が指摘されている。老舗は、企業の長寿
の代名詞として多くの先行研究がなされて
きた。しかし、これらの先行研究は、「ヒト、
モノ、カネ」で分類すれば同族による堅実経
営や、家訓に象徴される長期的展望に立った
経営哲学といった経営論、すなわち「カネ」
が中心であったり、また人材育成といった
「ヒト」に関する人材育成論が中心のものば
かりであり、「モノ」に当たる商品や技術を
中心とした分析はなされてこなかった。そこ
で、研究代表者は、先行研究が充分に検証を
行ってこなかった、老舗が扱う「モノ」に当
たる商品や技術を中心軸に据えて「経験価
値」と「技術経営」の観点から行う必要があ
ると考え、これまで研究を実施してきた。そ
の成果を編著『老舗ブランド企業の経験価値
創造』および共著『老舗ブランド｢虎屋｣の伝
統と革新－経験価値創造と技術経営－』にま
とめたが、この過程で、この分析の枠組みを、
必ずしも歴史が長いとはいえない地場産業
や老舗とはいえない伝統産業、さらには欧州
の地場産業・伝統産業といえるラグジュアリ
ーブランドにも適用することが有効ではな
いかとの認識に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、日本の地場産業・伝統産業で
全国的に高い名声を得ていたり「ジャパンブ
ランド」として世界的に高い評価を受けてい
る企業、ならびに欧州のラグジュアリーブラ
ンドを取り上げ、これらの感性価値実現のた
めの経営学的方法論として「経験価値」と「技
術経営」の理論を導入し、競争優位やブラン
ド力の源泉である伝統と革新に結びついて
いることを明らかにするとともに、衰退しつ
つある多くの日本の地場産業や伝統産業が
復活・再生するだけでなくプレミアムブラン
ド化する条件を提示することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 日本の地場産業・伝統産業で全国的に高い
名声を得ていたり「ジャパンブランド」とし

て世界的に高い評価を受けている企業、なら
びに世界中に展開している欧州のラグジュ
アリーブランドを具体的に 10 社程度取り上
げ、現地調査と事例研究を実施する。特に、
海外共同研究者とフランスの LVMH またはス
イスのRichemont傘下のラグジュアリーブラ
ンドの現地取材等も共同で調査を実施する。
最終的には、日欧の地場産業・伝統産業やブ
ランドの成功例では共通して「経験価値創
造」と「技術経営」がその競争優位やブラン
ド力の源泉に結びついていることを明らか
にする。さらに、衰退しつつある多くの日本
の地場産業や伝統産業が、復活・再生するだ
けでなくプレミアムブランド化する条件を
提示する。 
 
４．研究成果 
 本研究によって得られた新たな知見等の
成果は以下の通りである。 
１．日本の地場産業・伝統産業の成功事例と
して信三郎帆布（京都市）の帆布製鞄、塩
芳軒、末富、俵屋吉富、亀末廣（以上京都
市）の京菓子、虎屋（東京都）の和菓子・
羊羹、俵屋旅館（京都市）の宿泊サービス、
山田松（京都市）の香・香木、唐長（京都
市）の京唐紙を成功事例として取り上げ、
各社の製品がなぜ人々を惹き付け、他のブ
ランドと何が異なるのか、経験価値創造、
技術経営、イノベーションなどの観点から
分析した。 
２．欧州のラグジュアリーブランドの成功事
例としてシャネルやグッチを取り上げ、化
粧品のコミュニケーション戦略、化粧品に
おけるラグジュアリーの要件、環境対応に
よるブランド戦略、アイコン製品による感
性プロダクト戦略、および、デザイナーと
企業の関係を分析した。例えばラグジュア
リーブランドのシャネルやグッチのプロ
ダクトは、色や形といった外形的な特徴に、
歴史や哲学、技術などの目に見えない価値
を融合させて差別化を図り、長期的な成功
を収めている事例である。これらのプロダ
クトは、ブランドのアイコンとして創業以
来 100 年近くもの間輝きを保っている。そ
こで、アイコンプロダクトを多く持つラグ
ジュアリーブランドのデザインマネジメ
ント手法を、アイコン戦略として体系的に
解釈し、様々な企業や業界が参考にできる
ような示唆を得た。 
３．日仏のブランド企業に見るラグジュアリ
ーブランドの構築条件を明らかにするた
め、ブランド構築条件の抽出に向けた事例
分析と比較考察を行った。 
４．ラグジュアリーブランドや老舗企業が今
日そして近未来に直面する環境問題への
対応が環境ビジネスとしてチャンスであ
るという観点から、環境対応製品や廃棄物
ビジネスを含む環境ビジネス等を取り上
げて検討した。 
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